
書名 著者名 出版社 内容

1 ぼちぼちいこか

マイク＝セイ
ラー　作
ロバート・グロ
スマン　絵
いまえよしと
も　訳

偕成社

カバくん。しょうぼうしに　なろうと　お
もっても、はしごを　ふみぬいてしまった。
ひしょに　なろうと　タイプライターをたた
いたら、ひしゃげてしまった。しっぱいばか
り。ここらでちょっと　ひとやすみ。

2
しっぱいのれん
しゅう

宮川ひろ　作
藤田ひおこ
絵

ＰＨＰ研究所

学校の朝礼でけん玉を発表することにし
たまい子。「しっぱいしたら、みっともない
もの。」と、必死に練習するが、なかなか上
手にならない。ある朝、まい子は、萩の木
のトンネルの中で、けん玉を練習している
リスの子に出会った。

3 もりのひなまつり
こいでやすこ
作

福音館書店

ねずみばあさんの所に、「家にあるきれい
なおひなさまを、森へつれて来て。」という
のねずみ子ども会からの手紙がとどい
た。おひなさまたちはおおよろこびで、森
のひなまつりに出かけていった。無事にか
えって来られるかな？

4
びゅんびゅんごま
が　まわったら

宮川ひろ　作
林明子　絵

童心社

１本ばしの上ですべって大けがをした、中
にわのかぎをあけてもらいたくて、校長室
に行くと、「びゅんびゅんごまを回せるよう
になったらね。」と、言われた。さあ、友だ
ちと一しょに、ちょうせん！

5
さらば、シッコザ
ウルス

服部千春　作
村上康成　絵

岩崎書店

ぼくのゆめに出てくるカイジュウは、ロ
ケット・しんかんせん・ひこうきのトイレに
つれていってくれる。わくわくしながら、お
しっこをすると、おねしょだったんだ。カイ
ジュウにかって、おねしょをなくしたい！

6
せかせかビー
バーさん

ニコラス・オー
ルドランド　作
落合恵子　訳

クレヨンハウス

せかせかビーバーがつくったダムは、水が
もり、かじりかけた木は、そのまんまと、も
んだいばかり。ある日、ビーバーは、大け
がをしてしまい、びょういんでちりょう中、
外を見て、何かに気がついた。

１年　「しっぱいしてもいいんだよ」


